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1.　緒　　　　言

原子力発電所，使用済燃料再処理施設（以下，再処理
施設）などの運転・解体などに伴い発生する種々の気体，
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物について事業者にヒアリングし，溶融ガラス化技術の適
用性が高い廃棄物を調査し，基盤研究事業における対象廃
棄物を選定する進め方を採っている．
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模擬廃液物に対して溶融ガラス化した結果，溶融温度
1 100℃でガラス化が可能であることを確認した．第 3 表

に低レベル廃棄物へのガラス固化適用性評価状況を示す．
また，検討したガラス組成に対して，粘度および耐水性な
どを評価した．評価に当たっては，国内での基準がないた
め，ほかの廃棄体と比べたガラスの優位性を示すことを目
的として，アメリカの基準などを参考にして設定した参考
値を満足できる溶融ガラス化条件について検討している．

3.　福島第一原子力発電所事故で発生した廃棄物へ 
　   のガラス固化技術の適用 － 自社研究による技術� 
　   開発の取組み －
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